
令和２年９月 11 日 

 

沖縄県立看護大学危機対策本部長（学長） 

嘉手苅 英子 

 

 

後学期の授業、実習等の実施方法変更について 

 

 

 全国、及び沖縄県内の新型コロナウィルス感染症（COVID-19）の感染収束状況を受け、危機対策本部で、

後学期の授業、実習等の実施方法について検討したところ、以下のとおり決定しましたので通知します。  

 但し、新型コロナウィルス感染症の感染状況によって対応を随時変更し通知します。  

 

（看護学部）  

・後学期の学部授業を学年ごとによる分散登校とし、対面授業と遠隔授業を実施する。  

・実習は施設の受け入れ状況によって、学内実習か臨地実習とする。  

 

（大学院）  

・授業はオンラインと対面式を併用して行い、方法は、各科目責任者が指示する。  

・研究指導は、対面式も可能であり各研究指導教員と調整する。  

・感染発生時に備えて、各自、大学への出入りと院生室の使用時間について記録する。  

・大学院生室については、９月 10日から使用可能。  

            

（別科助産専攻）  

・実習は前期と同様に臨地実習とする。 

 

（付属図書館） 

・現在、蔵書点検により９月 22 日まで利用中止としている。９月 23日以降の閲覧利用等については、 

後日図書館から通知する。 

・ラーニングコモンズの利用についても別途通知する。          

 

 

 

問い合わせ先 
沖縄県立看護大学 事務局 

電話番号 ：098-833-8800 

ＦＡＸ番号：098-833-5133 


